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　４月６日、鹿屋商工会議所で「令和４年度鹿屋市中小
企業合同入社式」が行われました。これは、市内の中小企
業の新入社員を激励するために毎年行われているもので、
今年は61人が参加。参加者を代表して、カイコー株式会
社の脇

わき

大
たいち

智さんは「コロナ禍の状況にあっても困難に打ち
勝つため、存分に力を発揮して企業と地域社会に貢献し
たい」と誓いの言葉を述べました。

　４月17日、吾平町神野中岳で「神野中岳山開き登山」
が実施されました。これは、登山シーズン到来に伴い登
山者の安全を祈願するために、美里吾平コミュニティ協
議会と神野町内会が共催し毎年行われているもの。参加
者30人は、山の麓の大川内神社で祈祷を行った後に往復
約５時間の登山へ出発。頂上では同町内会が準備した弁
当を味わうなど、新緑薫る中岳登山を楽しみました。
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市のさらなる教育指導
向上を誓う

　４月６日、鹿屋看護専門学校で
「第15回入学式」が執り行われま
した。同校は昭和53年に看護師養
成所として設立され、今年度は市
内外から30人が入学。新入生はこ
れから３年間、看護師を目指して
日々勉学に励んでいきます。

看護師への一歩を
踏み出す

　４月７日、鹿屋女子高校で「第
65回入学式」が行われました。式
では、新入生168人を代表して
小
こみ ぞ
溝彩

さ い か
華さんが、「『正しく優しく

健やかに』の校訓を胸に、自己実
現のために努力したい」と学校生
活の抱負を述べました。

実りある青春の
３年間がスタート

　４月15日、鳴之尾牧場で春の入牧が行われました。こ
れは概ね６～ 12か月令の乳用子牛を酪農家から預かり、
出産前に元の農家へ返すもので、この日は11戸54頭の
牛が入牧。牧場を管理する堀

ほりぞえ

添慎
しんいち

一主査は「自然環境の
中で牛が自由に歩きまわり、牧草をお腹いっぱい食べる
ことで、立派な乳牛に育ちます。怪我をせず健康に育っ
てほしい」と話しました。
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　４月12日、日本女子ソフトボールリーグに参戦する
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実施されました。池
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未監督は「新たなメンバーが加
わりチーム力が上がっている。目標はもちろんリーグ優
勝」と抱負を語りました。チームは４月16日に開幕した
リーグ戦を連勝しており、９月には平和公園野球場で
ホームゲームが実施される予定です。
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　４月24日、日
ひえ だ
枝神社（輝北町市成）境内でかのや市商

工会が主催する「畜産まつり」が開催されました。同神社
は「山

さんのう
王さん」の愛称で信仰されている牛馬の神を祀

まつ

って
おり、昔は乗馬の鍛錬場や競り市など畜産振興の場とし
て利用されていた神社。３年振りの開催となった今回も
歌謡ショーや血統書付きの黒毛和牛が当たる抽選会など
が実施され多くの人でにぎわいました。
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　４月２日、小塚公園慰霊塔で３年ぶりとなる「第65回
鹿屋航空基地特別攻撃隊戦没者追悼式」が挙行されまし
た。遺族や関係者約200人が参列し、海上自衛隊による
追悼飛行や参列者による献花を実施。若い世代を代表し
て、辻

つじ
あおいさん（高隈中３年）が「尊い犠牲があったか

らこそ今の平和があることを学び、語り継いでいかなけ
ればならない」と平和への想いを述べました。
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　４月13日、鹿屋市登山ガイド認定証授与式が行われま
した。これは、鹿屋市観光協会が開催する全６回の養成
講座を修了した人を登山ガイドとして認定するもので、
今回は２期生として13人を認定。今後、高隈山系や吾平
町神野中岳の登山コースのガイドを行います。授与式に
は７人が出席し、認定を受けた加

か じ さ

治佐純
じゅんぺい

平さんは「安全に
楽しい登山を提供するために頑張りたい」と語りました。

　４月８日、リナシティかのやで
「鹿屋市新規採用・転入職員宣誓
式」が行われました。今年本市に
新規・転入した教員は約260人で、
うち42人が新規採用。本年度は約
900人の教職員で児童・生徒の指
導にあたります。
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　４月25日、中央消防署訓練場で「令和４年度消防救助
技術指導会組合選手選考会」が実施されました。これは
救助活動の知識と技術向上、安全・確実な救助技術を競
う県消防救助技術指導会への出場選手を選考するために
開かれたもの。当日は障害突破やはしご登はん、ほふく
救出など７種目に64人が挑戦。選手たちは日頃の訓練の
成果を披露し、県大会への出場を目指しました。

　４月５日、寿一里山交差点周辺で「春の全国交通安全
運動及び鹿屋市地域安全運動出発式」が行われました。
これは交通安全及び防犯意識向上を図るため毎年実施し
ているもの。式では松下保育園の園児が作成した交通安
全祈願の看板が披露され、その後C
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を先頭に交通パレードやゆるキャラによる啓発品の配布
等が行われ、交通安全を呼び掛けました。
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かのやのホットな話題をお届け！
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